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子ども総合計画（案）パブリックコメント手続 実施結果 

 

１ 意見募集期間  令和元年１２月１９日（木）から令和２年１月２０日（月）まで 

 

２ 意見提出人数  ２人 

 

３ 意見件数    ３４件 

 

４ 意見への対応 

  Ａ 意見を踏まえて、案の修正をするもの               ２５件 

  Ｂ 意見の主旨や内容を盛り込み済みであり、考え方を説明するもの    ４件 

  Ｃ 今後の事業実施の参考とするもの                  ４件 

  Ｄ その他（本計画案に対する意見でないものなど）           １件 

 

№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

1 この計画を広く市民に読んでもらい

たいと思っています。 

そのために，日常生活で使う機会の

少ない専門用語（？）には，「P100

の【新規】出張相談（アウトリーチ）」

のように日本語にしていただくか，

解説をつけていただきたいと思いま

した。私が分からなかった言葉には

「ゲートキーパー」「ネットリテラシ

ー」「インフラ」「スキル」「ロールモ

デル」「シティプロモーション」「ム

ーブイン」等，カタカナ語が多かっ

たです。 

 

全体 Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

制度・事業名として使われている言

葉はそのままとしますが、ご意見の

とおり、分かりやすい言葉、または

解説を入れるなど可能な限り対応

をいたします。 

2 P ２ 本文の１行目冒頭 わが国

の急速な少子・高齢化の進展は・・・ 

 「進展」の意味は「すすみひろが

る」とか「進歩発展する」のように

思っています。この文章は，「少子・

高齢化」を問題点として捉えている

ように読み取れますので，「進展」と

いう肯定的な理解に繋がる表現は，

読み手がこの言葉の使い方を間違っ

ておぼえることに繋がらないか心配

です。ここでは「わが国の急速な少

子・高齢化が進み・・・」ではどう

かなと思います。 

 

第１ 

全体構想 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

ご意見を参考に、表現を修正いたし

ます。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

3 P ２ 本文の４行目 ・・・地域に

おけるコミュニティの希薄化・・・ 

私の理解では，「コミュニティ」の意

味は，「共同体」「地域（その人々）」

であり,「コミュニティの希薄化」だ

と，分かりにくいように思います。

伝えたいのは「地域における人間関

係の希薄化」ではないでしょうか。 

 P34 の１行目では「地域のつなが

りの希薄化」となっています。私に

は，こちらの表現の方がスッキリし

ます。 

 

第１ 

全体構想 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

ご意見を参考に、表現を修正いたし

ます。 

4 P 23 赤ちゃんサロン ・・・その

保護者を対象に，赤ちゃんとそのお

母さんが集まるサロンを行います。 

ここの文章の前半と後半は同じ内容

のように思えます。また，前半では

「保護者」と言っているところを後

半では「お母さん」とすることで，

母親ではない保護者が，この文章を

読んでどう感じるか気になりまし

た。後半部分は，サロンの中身が分

かるように，現在実施している具体

例を揚げたらどうかと思いました。 

 

第２ 

第１章 

第１節２ 

 

子どもの

健康の保

持・増進 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

「７か月までの赤ちゃんとその保

護者を対象に、赤ちゃんと、そのお

母さんの集まるサロンを行いま

す。」 

→「7 か月までの赤ちゃんとその保

護者の方が、自由に集えるサロンを

月に 1 回開催します。」に変更しま

す。 

5 マタニティ教室への家族の参加向上

だけでなく父親向け冊子の配布、父

親学級・母親学級・両親学級それぞ

れの開設があるとよい。→父親&母

親になるに向けて、相手のことをよ

く知る、思いやる姿勢を育てるため

にも開催してほしい。特に男性に、

女性の内面的変化や身体的変化を知

ってほしい。そして良い父&母に縛

られる必要はないこと、周りの手も

借りながら育てていけばいいことを

伝えて欲しい。家事代行サービスや

家電にも頼っていくこともありだと

伝えてもらえるだけでも罪悪感が減

ると思う。 

 

 

第２ 

第１章 

第１節２ 

 

子どもの

健康の保

持・増進 

Ｃ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

現在は、母子健康手帳交付時に、父

親になる男性への知識普及をめざ

し「父子手帳」をお渡ししています。  

教室の開催時にも男性の役割をお

伝えするようにしています。しか

し、教室開催だけでは、限られた方

の参加となってしまうため、今後は

全員の妊婦さんと保健師が面談す

る母子健康手帳交付時に、先輩ママ

からの声などを紹介し、抱え込まな

い育児をサポートできるよう配慮

します。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

6 こんにちは赤ちゃん訪問は嬉しかっ

たのでぜひ続けて欲しい。 

第２ 

第１章 

第１節２ 

 

子ども 7

健康の保

持・増進 

 

Ｂ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

子育て支援に重要な事業として、児

童福祉法に基づき、事業を継続して

いきます。 

7 P24 児童生活習慣病対策「生活習

慣病」との表現  

 雨宮処凛編著の「この国の不寛容

の果てに～相模原事件と私たちの時

代～」で，雨宮と対談した岩永直子

（BuzzFeedJapan 記者）が次のよ

うなことを話していました。 

「・・・貧困は健康の悪化に直結し

ます。たとえば，もともと母親の栄

養状態が悪いと，子どもはお腹の中

ですでに糖尿病のリスクを持って生

まれてしまうという可能性が研究で

指摘されています。そして，生まれ

た家庭が貧しければ炭水化物主体の

ジャンクな食事が増えますし，運動

の機会も減り，教育が不十分だと自

分の健康管理への意識も育たない

し，進学や就職も不利になる。そう

いうことが積もり積もって不健康に

なるのはまったく自己責任の問題で

はないんです。「生活習慣病」という

のは，言葉自体が個人の習慣とか意

識に起因する病気というニュアンス

を与えるのでよくないと思っていま

す。・・・」 

どう表現したらいいのか，現在の私

に答えはありませんが，社会的に弱

い立場にある人々（例：貧困等々）

のことを考えると，この言葉（生活

習慣病）のままでは，良くないよう

に思います。すぐに変更するのは難

しいかもしれませんが，今後の課題

として，ご検討ください。 

 

 

第２ 

第１章 

第１節２ 

 

子どもの

健康の保

持・増進 

Ｃ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

現在は、児童の脂質、糖代謝、肝機

能等の状態を把握する機会を提供

し、これをきっかけとして、家庭へ

の支援を目指しています。生活習慣

というのは、特に児童では「家庭環

境」にも影響されると認識しており

ますが、学童期の児童に正しい知識

を伝え、自分の心と体を大切にでき

るような教育も重要だと考えてお

ります。ご意見は今後の参考にさせ

ていだきます。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

8 P29 表の「対象者」の欄「親 及び 

親子」という言葉 

 他のところでは「保護者」という

表現ですが，ここは「親」となって

いますが，いいでしょうか。 

第２ 

第１章 

第２節１ 

 

乳児保

育・幼児

教育の推

進 

 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「保護者及び子どもと保護者」に修

正します。 

9 P30 成果目標 「成果内容・指標」

での「父親」という言葉、祖父の場

合も考えられるので「男性」でもい

いのかなと思いました。 

第２ 

第１章 

第２節１ 

 

乳児保

育・幼児

教育の推

進 

 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

夫婦で子育てをしているケースで、

子の母親にとって子の父親の参画

が孤立感・不安感の解消に重要であ

ることから、父親となっています。

このような意図が分かるように現

状と課題を一部修正します。 

10 P31 事業と取組み 「制度・事業

名」「内容」での「親子」という言葉 

 祖父母等が保護者のことも考えら

れるので「子どもとその保護者」で

もいいのかなと思いました。 同じ

く「父親」という言葉・・・P30 と

同じです。 

第２ 

第１章 

第２節１ 

 

乳児保

育・幼児

教育の推

進 

 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

ご意見を参考に、表現を修正いたし

ます。 

なお、「父親参加育児講座」に関し

ては、上記№9 の目的で土日に開催

するものですので、そのままとし、

祖父母向け講座として、「孫育て応

援講座」を加えました。 

 

11 共働き家庭として、保育園&保育士

さんの存在は本当にありがたい。保

育士さんを集めるための手数料補助

だけでなく、「保育士さんにとって働

きたくなる環境を整える」ことにも

力を入れてほしい。例えば給料をき

ちんと保障する(賃金が安いと聞き

ます)、保育士さん自身も産休・育休

を満足に取れる、また育休明けの時

短勤務がきちんとできるようにす

る。介護についても同様だと思う。

保育士さんが仕事を続けられるよう

に整えてほしい。 

 

 

第２ 

第１章 

第２節２ 

 

 保育サ

ービスの

充実 

Ｃ 具体的なご意見、ご提案をいただ

き、ありがとうございます。 

保育士の確保、就労継続支援のた

め、労働環境の整備を始め、保育職

場の魅力向上につながる効果的な

施策を、今後も考えてまいります。 

いただいたご意見は、今後の事業実

施の参考とさせていただきます。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

12 一時預かりについてはアナウンスが

少なく、どう利用していいかわから

なかった。他市では大掃除や美容院

などで利用してとても助かったとい

うことを聞いた。具体的にどう利用

できるのかを両親学級などで話して

もらえると参考になる。 

第２ 

第１章 

第２節 

 

２ 保育

サービス

の充実 

Ｃ 具体的なご意見、ご提案をいただ

き、ありがとうございます。 

一時預かり保育は理由を問わず、一

時的に児童を保育する制度で、生後

6 か月を超えた 0～2 歳の未就園児

を対象として実施しております。ア

ナウンスできる機会として、赤ちゃ

んのいらっしゃるすべてのご家庭

には、看護師等が生後２～4 か月頃

に「こんにちは赤ちゃん訪問（乳児

家庭全戸訪問事業）」に伺います。

その際に、様々な制度を掲載した

「瀬戸市子育てガイド」をお配りし

て周知に努めています。一時預かり

の具体的な利用方法については、担

当課である保育課にお問い合わせ

いただくこととなります。 

 

13 病児保育について。何度か使わせて

いただいているが、正直使いにくい。

低料金で預かっていただけること、

今のところ希望が叶わなかった事は

ないことはありがたい状況である。

「朝発熱→病院→9 時になったらす

ぐファミサポへ電話→受診&薬の受

け取りしつつファミサポとの連絡を

取り合う→決まり次第職場にも連

絡」という流れがすごく大変。イン

フルの際は連続で預けられるので手

間は減るが… 

ファミサポへの連絡は必要不可欠だ

と思うが、いつでも受け入れられる

という確証があると一番ありがた

い。仕事との兼ね合いも考えやすい。

もしくは、連絡を電話 1 回で預けら

れるかどうかがわかるのもありがた

い。何回も電話でやりとりするのが

大変。→これはインターネットで空

き状況が確認できるようにするのも

いいと思う。「何時から何時はあと何

人可」など… 

 

 

第２ 

第１章 

第２節 

 

２ 保育

サービス

の充実 

Ｄ 具体的なご意見、ご提案をいただ

き、ありがとうございます。 

本計画案に対するご意見ではござ

いませんが、病児保育は４月からフ

ァミリーサポート事業から離れ、陶

生病院敷地内で実施する予定とな

っています。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

14 P42 放課後児童クラブ 放課後学

級 

市教委事務の点検評価報告書では

「モアスクール」との言葉が使って

あり，放課後児童クラブと放課後学

級を合わせた総称との説明がついて

います。そして，瀬戸市では「モア

スクール」という言い方が日常的に

使われているように思います。（そう

思っているのは私だけかもしれませ

んが）いわゆる「学童」とか「モア

スクール」と，この放課後児童クラ

ブや放課後学級との関係（？）が分

かるような説明が欲しいと思いまし

た。 

第２ 

第１章 

第３節２ 

 

放課後児

童クラ

ブ、放課

後学級の

整備・充

実 

Ｂ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「モアスクール」という言葉は、学

校によって指す意味が異なるため、

誤解を招くというご意見をいただ

いており、計画書など公式には、モ

アスクールという表現は使わず、

「放課後児童クラブ（「学童」の正

式名称）」、「放課後学級」という表

現で表していくこととしたため、子

ども総合計画の中ではモアスクー

ルの説明は表記いたしません。 

15 P43 成果内容の２つ目の「・」の

文章で「取り組み」となっています。 

他のところは「取組み」です。 

第２ 

第１章 

第３節２ 

 

放課後児

童クラ

ブ、放課

後学級の

整備・充

実 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「取組み」に修正します。 

 

16 P44 （２）放課後学級（放課後子

供教室） 

 他のところは「子ども」ですが，

ここは「子供」となっています。 

第２ 

第１章 

第３節２ 

 

放課後児

童クラ

ブ、放課

後学級の

整備・充

実 

Ｂ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「放課後子供教室」は文部科学省の

事業名で記載しており、修正はいた

しません。 

 

17 P48 ア 市の総合相談窓口【新規】

の内容の７行目「ハイリスク対応」 

「ハイリスク対応」とはどんなこと

か分からないので，差し支えない範

囲で例を揚げていただくか，違う言

葉に変えていただけたらと思いま

す。 

第２ 

第１章 

第４節１ 

 

子ども・若

者に関す

る相談体

制の充実 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

ハイリスクの前に「児童虐待など

の」という言葉を挿入します。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

18 P50 エ 子育ての「家庭児童相談」

の「内容」「児童とその保護者の親子

関係」 

 「親子」を削除して，「児童とその

保護者の関係」でいいのではないで

しょうか。またここは「子ども」で

はなく「児童」となっていますがい

いでしょうか。 

第２ 

第１章 

第４節１ 

 

子ども・

若者に関

する相談

体制の充

実 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

内容が重複しているため「児童とそ

の保護者の親子関係」を「親子関係」

と修正します。 

19 P80 最初にある表 「社会的養護」

の内容 「児童福祉法第 38 条にも

とづき」に続く文章が，法律の文章

そのままのためか，他のところに比

べると分かりにくく感じます。平易

な表現にできないものでしょうか。 

第２ 

第２章 

第１節２ 

 

児童虐待

防止対策

の強化 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「配偶者のいない女性等とその子

どもを一時的に施設に保護し、退所

後に自立した生活を送ることがで

きるように就労支援や子どもの教

育に関する助言などを行い、母子の

生活を総合的に支援します。」と修

正します。 

 

20 P82･83 外国人の子どもや・・・の

全般について 

 外国籍の子どもには，就学義務が

ないため，瀬戸市にも，小中学校に

通っていない子どもたちがいるので

はないでしょうか。しかし，不就学

の子どもの実態把握はなかなか大変

だと思います。このことについて，

課題と捉えていることを示しておく

必要があるのではないでしょうか。 

第２ 

第２章 

第１節３ 

 

外国人の

子どもや

その家族

への支援 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

ご意見を参考に表現を修正いたし

ます。これらの対応として、各学校

では訪問やポスティングなどを行

っています。 

 

21 P82･83 外国人の子どもや・・・の

全般について 

 また，すでにご存知のこととは思

いますが，日本語指導が必要なのは，

外国籍の児童以外にも，子どもと過

ごす時間が長い保護者が日本語が苦

手な場合（例：外で働いている父親

が日本人で家庭で主婦として働いて

いる母親が外国人）は，日本人の子

どもでも，日本語指導が必要になっ

てきます。 

今年度 6 月の講演会で知った愛知県

で日本語教育を必要とする子どもの

人数は 9275 人です。このうち、7277

第２ 

第２章 

第１節３ 

 

外国人の

子どもや

その家族

への支援 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

現状と課題に日本語教育の必要性

のある生徒数について追記を行い

ました。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

人は日本語指導が必要な外国籍の児

童生徒数、1998 人は日本語指導が必

要な日本国籍の児童生徒数です。そ

して，平成 30 年度版「瀬戸市の教

育」では、日本語教育が必要な外国

籍の児童生徒は 171 人、日本国籍の

児童生徒は３人です。 

このことについても，どこかで触れ

ておく必要があるのではないでしょ

うか。 

また，そろそろ，日本人とか外国人

とか，国籍でくくることをやめなけ

ればならなくなってきているように

思っています。（LGBT も同じ様に

思っています。最近では LGBT との

言い方よりも SOGI という言い方を

するようになってきたと聞いていま

す。） 

22 P84 現状と課題の下から５行目

（最後の段落） 発達に特性をもつ

子ども・・・ 

 「もつ」となっています。「障害の

ある」という言い方にそろえて「特

性のある」の方がいいのではないか

と思いました。そうなると続く文章

は「その特性に合わせながら成長し

ます。」になるのかなと思いました。

ご検討ください。 

第２ 

第２章 

第１節４ 

 

障害（又

はその疑

い）のあ

る子ど

も・若者

への支援 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

ご意見を参考に、表現を修正いたし

ます。 

 

23 P85 目指す姿①②  

①本人支援 発達に弱さを持つ子ど

もが・・・ 

 「発達に弱さを持つ子ども」とあ

りますが，「持つ」との表現が気にな

ります。また，「発達に弱さがある」

とはどんなことなのか，またその子

どもが，どんな子どもなのか良く分

かりません。読み手の勝手な理解や

誤解に繋がらないか心配です。その

子どもの特性を生かすような表現が

できたらと思っています。（P84 では

「発達に特性を『もつ』」とヒラガナ

でしたが，ここは「持つ」と漢字が

使ってあります。） 

第２ 

第２章 

第１節４ 

 

障害（又

はその疑

い）のあ

る子ど

も・若者

への支援 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

ご意見を参考に、表現を修正いたし

ます。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

 

②家族支援 家族が障害や発達の凸

凹への心配により 

 「発達の凸凹への心配」とはどん

な心配なのでしょうか。ここも，読

み手の誤解に繋がらないか心配で

す。障害は個性であるとも言います。

後半部分の文章だけでも良いように

思います。また，「・・・理解を深め

るとともに，保護者同士・・・」の

「，」が赤くなっています。 

24 P87 表に各種事業が揚げてありま

すが，「県立瀬戸つばき特別支援学

校」が相談活動をしているようなら

載せたらどうかと思いました。春日

台特別支援学校の「あゆみ相談」は，

以前の「瀬戸市の教育」には載って

いたように思います。 

第２ 

第２章 

第１節４ 

 

障害（又

はその疑

い）のあ

る子ど

も・若者

への支援 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

ご意見を参考に、掲載いたします。 

 

25 P102 アンケートの結果で，「障害」

ではなく「障がい（発達障がい）」と

なっていますが，いいでしょうか。 

第２ 

第２章 

第１節７ 

 

地域に根

ざした非

行防止等

健全育成 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「障害」に修正します。 

 

26 P106 現状と課題の 2 行目 「スマ

ートフォン（格安スマートフォン等

を含む）・・・」とありますが。ここ

の「等」にはどんなものがあるのか

気になりました。 

第２ 

第２章 

第１節８ 

 

インター

ネット普

及への対

応 

Ｂ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「携帯電話の契約期間が切れたス

マートフォン」です。 

 

27 P113 最後の行「取り組み」となっ

ています。 

第２ 

第３章 

第１節 

 

子どもの

権利 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「取組み」に修正します。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

 

28 P115 事業と取組み 制度・事業名

の「子どもの違いを認め合う教育」

とその内容の３行目「一人ひとりの

子どもの違いを・・・」 

 いずれも「子どもの」を削除して

「違いを認め合う教育」の方がスッ

キリするように思いますがいかがで

しょうか。 

第２ 

第３章 

第１節 

 

子どもの

権利 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

制度・事業名はそのままとし、文中

の「子どもの」を削除します。 

 

29 P116 第 2 節１ 「現状と課題」 

の 8 行目「取り組み」となっていま

す。 

第２ 

第３章 

第２節１ 

 

希望する

人が子ど

もを持て

る基盤づ

くり 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「取組み」に修正します。 

 

30 P116 第 2 節１ 「現状と課題」 

の 10～11 行目「・・・夫の休日・・・

正の関係性・・・」とありますが，

「正の関係性」とはどんなことを伝

えたいのかがよく分かりません。ま

た，なぜ「関係」でなくて「関係性」

なのでしょうか。 

第２ 

第３章 

第２節１ 

 

希望する

人が子ど

もを持て

る基盤づ

くり 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

国の調査(p118 中段のグラフ参照）

により、「夫が休日に家事・育児を

する時間が長くなるほど、第二子以

降を出生する割合が高くなってい

く（正の関係性）」ことが分かって

おり、希望する人が理想の子どもの

人数を出産するために、夫（配偶者）

の家事・育児への参画が大きく影響

することを伝えています。 

「正の関係性」は、内閣府のホーム

ページ上での表現をそのまま利用

しています。 

分かりやすくするため、上記の主旨

を本文中に盛り込み修正します。 

 

31 P119 「事業と取組み」の「制度・

事業名」の「父親・男性を対象とし

た・・・」となっているので，内容

の文章も同じ様に「父親・男性」と

したらどうでしょうか。 

第２ 

第３章 

第２節２ 

 

ライフ・

ワーク・

バランス

の推進 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

「父親」を削除し、文章の組立てを

少し修正します。 
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№ 意見 分野 
対

応 
市の考え方 

 

32 P120 下から３行目「取り組み」と

なっています。 

第２ 

第３章 

第２節２ 

 

ライフ・

ワーク・

バランス

の推進 

Ａ ご意見をいただきありがとうござ

います。 

「取組み」に修正します。 

 

33 P122 １行目 「少子化の進展」と

ありますが，最初に書いたことと同

じように，ここで「進展」を使うの

が相応しいのかどうか気になりま

す。ここでは「少子化が進むととも

に地域のつながりが希薄化する

中，・・・」とか「進む少子化や地域

のつながりが希薄化・・・」くらい

ではどうかと思いましたが，まだス

ッキリしません。（スミマセン，私の

文章力不足です。） 

第２ 

第３章 

第２節３ 

 

地域、社

会との連

携 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

ご意見を参考に、表現を修正いたし

ます。 

 

34 P125 「現状と課題」の１行目「近

年，各地で都市化，少子化が進展

し・・・」とあります。ここも，最

初に書いたことと同じです。ここで

は「・・・都市化，少子化が進み・・・」

ではどうかなと思いました。 

第２ 

第３章 

第３節１ 

 

子ども・

子育て環

境の充実 

Ａ ご意見・ご提案をいただきありがと

うございます。 

ご意見を参考に、表現を修正いたし

ます。 

 

 

 


